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ifs世代区分
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男 女

明治・大正生まれ

昭和生まれ

平成生ま
れ

■1936～45年生まれ
■現70～79歳
■約1463万人（681万人／782万人）*

■1946～51年生まれ
■現64～69歳
■約1227万人（599万人／627万人）

■1952～58年生まれ
■現57～63歳
■約1100万人（545万人／553万人）

■1959～64年生まれ
■現51～56歳
■約955万人（479万人／476万人）

■1965～70年生まれ
■現45～50歳
■約1069万人（538万人／530万人）

■1971～76年生まれ
■現39～44歳
■約1139万人（577万人／561万人）

■1977～81年生まれ
■現34～38歳
■約782万人（396万人／385万人）

■1982～86年生まれ
■現29～33歳
■約704万人（358万人／345万人）

■1987～9１年生まれ
■現24～28歳
■約628万人（322万人／306万人）

キネマ
世代

団塊
世代

ＤＣ洗礼
世代

ハナコ
世代

ばなな
世代

団塊ジュニア
世代

プリ上
世代

プリ下
世代

ハナコジュニア
世代

①戦後復興期
②お仕立て服、映画俳優エレガンスファッション
③「世間体」「人並み」重視、倹約は美徳

①平成不況・00年代初頭の就職超氷河期
②セクシーなギャル・ギャル男ファッション
③旬、自分らしさ重視

①00年代半ば「実感なき好景気」
②モテるギャル・ギャル男ファッション
③KY、周囲にウケる自分らしさ重視

①リーマン・ショック、3.11による就職再氷河期
②好感度なカワイイファッション
③安心感、周囲からのお墨付き重視

生活者10の世代

プ
レ
バ
ブ
ル
世
代

ポ
ス
ト
バ
ブ
ル
世
代

■1992～96年生まれ
■現19～23歳
■約607万人（311万人／295万人）

LINE
世代

①アベノミクスによる好景気
②周囲に馴染むほどほどカワイイファッション
③場の最大公約、「～すぎないこと」重視

平成23年10月1日現在推計人口

①消費の自己裁量権を獲得した時代 ②ベースとなるファッション ③生活・消費価値観

①高度経済成長期
②アメリカンカジュアルファッション
③男女平等、横並び意識、消費は美徳

①高度消費社会期
②デザイナーズブランドファッション、カラス族
③個性重視、差別化志向

①バブル景気絶頂期
②ヨーロピアンエレガンスファッション
③ステイタス、ミーハー志向

①バブル景気絶頂期と崩壊
②ヨーロピアンカジュアルファッション
③バランス感、堅実志向

①バブル景気崩壊
②渋谷カジュアルファッション
③等身大、堅実志向

2015年1月現在*人口（男性／女性）

ifsでは、時代背景、消費の自己裁量権を獲得した時期による価値観の違いなどから、以下の世代区分を設定。

はじめに 

私どもでは生活者調査・分析に際して、時代背景や消費の自己裁量権を獲得した時期に

よる価値観の違いなどから、10 個の世代区分（図表－１）を設定し、ばなな世代から上の

世代を「プレバブル世代」、団塊ジュニア世代から下の世代を「ポストバブル世代」と区切

っている（図表－２）。 

本日は、私どもの生活者調査結果から得た知見をもとに、現在と 2020 年の生活者の気

分と消費動向、それに対する企業のアプローチについてお話ししたい。 

 

図表－１ ifs オリジナル世代区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

  

図表－２ プレバブル世代 vs ポストバブル世代 
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１．2020 年の時代の気分 

（１）5 年後に感じていたい気分とカラー 

LINE 世代～団塊世代を対象に、定量調査は 1 都 3 県の 1800 サンプル（1 世代 100 サ

ンプル）の web 調査、定性調査はそれぞれの世代の男女 2 名ずつの深掘りビジュアルアン

ケート調査とヒヤリングを行った。また、調査結果の経年変化に基づきキーワードを作成

した。 

 

＜2020 年の暮らしの方向性＞ 

下記は、「2020 年の暮らしはどのようになっているのか」をダイレクトに聞いた結果の

一部である。 

●社会の経済・景気は？ 

  ・今より良くなっている 15.5％ 

  ・今より悪くなっている 33.1％ 

「良くなっている」という回答は若い層が多かった。これは“期待”と“比較”の違い

だろう。プレバブル世代は良い時代と比較して「悪くなっている」と予想し、若い世代は

「今より良くなってくれなければ困る。良くなって欲しい」という期待を込めているのだ

と思う。 

●労働条件（賃金や雇用形態など）は？ 

  ・今より良くなっている 14.8％ 

  ・今より悪くなっている 31.4％ 

これも「良くなっている」という回答は若者に多かった。リタイア前後の DC 洗礼世代

は「悪くなっている」と答えている人が多かった。 

●自然環境・気候（温暖化や異常現象など）は？ 

  ・今より良くなっている  6.9％ 

  ・今より悪くなっている 58.0％ 

この回答結果は、今後の商品開発の大きなヒントになるのではないだろうか。 

●自身の経済状況は？ 

  ・今より良くなっている 25.7％ 

  ・今より悪くなっている 22.9％ 

社会の経済状況に比べて「良くなっている」と予想している人が多い。自身と社会の動

きをリンクさせていない人が多いことが伺える。 

●自身の生活満足度は？ 

・今より高くなっている 27.3％ 

  ・今より低くなっている 17.0％ 

社会経済や労働条件が良くなるとは思っていないが、自身の生活満足度は高くなると思

っている人が多い。「いかに自分が努力するか」「努力によって満足度は高まる」というと

ころに人々の関心が向き始めたのではないかと考えている。 


